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毎月１５日にホームページで発行 ＜冊子 1 冊３００円,年間３０００円＞ 
 

 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人福祉セン

ター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除く），港区在宅サ

ービスセンター（弁天２-１５-１），築港在宅サービスステーション（築港２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-

１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），

韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６），港カギ防犯センター（港晴 1-4-8,磯路 2-11-3） 
 

  

 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★談論風発の中、戦後港区のまちづくりの歴

史を後世に伝えるという「本来あるべき方向」

（傍聴者）へ一歩前進した区画整理記念事業の

検討ワーキングの３回目（１頁）。これを機に、実

施中のパブリックコメントなどでさらに区民論

議が発展することが期待されます。 

★ということで、回を重ねれば、やはり良いこ

とはあるもの。田中地域の防災訓練（６頁）で

は、多彩な訓練メニューと共に「積み重ねが大

事」（参加者の声）という意識が住民に定着し

てきたのが何よりの成果と思われました。 

★定着してきたといえば、４年目に入った港区

ＰＴＡ協議会の自主運営（役所の物的・実務的支

援なしで運営すること）。研修会（１０頁）やバド

ミントン大会（３０頁）では、それぞれが仕事や

家事を抱える中での任務引き継ぎの苦労が思

われ、「よりよい学校のために、大変やけど頑

張ってな」と心の中で声援を送りました。 

★ほかにも思わず声援を送った行事が年末に

はわんさか。中でも老人イベント「クラブ大会」

「カラオケ大会」「教室発表会」（２２、３２、４０頁）

では逆にこちらが声援をもらいました。 

★そんな老人の気骨を支えているのが戦争体

験。今回で終わる森茂明さんの語り（３８頁）か

らは「愛国心を戦争ではなく平和な社会にこ

そ生かそう」との思いが伝わってきます。 
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